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ＮＴＴComのOpenID活用の取組みについて
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Agenda

マスターＩＤによる認証連携の取組み

マスターIDの提供で見えてきた課題

OpenIDを利用した認証連携

ＮＴＴグループのＩＤ連携への展開
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マスターID導入(2003年）前の状況

エンドユーザーの課題

IDがバラバラ

好きなIDを選べない

ログインが面倒

電話
ユーザ OCN
ユーザ OCN

サイト

新規顧客

その他
ユーザ

多くの場合、既存ユーザ
であっても新規顧客と同
じ扱いを受ける

多くの場合、既存ユーザ
であっても新規顧客と同
じ扱いを受ける

既存ユーザ向け機能は、ばら
ばらに存在し、別々のIDでロ
グインが必要。利用も一部
ユーザに留まる。

既存ユーザ向け機能は、ばら
ばらに存在し、別々のIDでロ
グインが必要。利用も一部
ユーザに留まる。

既存顧客

WebBilling

GOLD会員
ｻｲﾄ

CoDen
サイト

電話ｻｰﾋﾞｽ
新規申込
・ﾌﾟﾗﾝ変更

販売

ポータル

サービス提供

ブログ

cocoa

カスタマケア

EC（物販・
ｵｰｸｼｮﾝ等）

ｺﾝﾃﾝﾂ購入
（音楽・ｹﾞｰﾑ
等）

OCN新規
申込・ﾌﾟﾗﾝ
変更・追加

NTT Com
Top Page

OCN
カスコン

認証

認証

認証

認証

認証

既存のお客様のカスタマケアを中心に自社内サイトのID連携
回線契約単位のIDがメイン
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お客様視点でのマスターIDの狙い

便利その１：ＩＤがひとつにまとまる！

これまでサービス毎に異なるＩＤ、パスワードが必
要でしたが、マスターＩＤがあれば、たった１つのＩＤ
でどのサービスにもログイン可能

便利その２：好きなＩＤを設定できる！

これまでお客さまのＩＤは自動的に割り振られたも
のでしたが、マスターＩＤでは、お客さまはお好きなＩ
Ｄを取得することができます

便利その３：各サービスに簡単ログイン

お客さま専用の「マイページ」にログインし、他の
サービスにログイン不要で移動できるようになりま
す
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Liberty仕様に基づいたマスターID

「セキュアな認証」 と 「利用者の許可に基づく安全な属性情報活用」 に

フォーカスしたオープンなセキュリティテクノロジ基盤の確立

利用者にとって安心・安全で使いやすい高セキュリティ認証基盤

webサービス技術による複数サービスのクイックな連携を促進

上記コンセプトに合致する技術として、Liberty 
Allianceを採用
→ 2003/11, Liberty Alliance適合試験に合格

まずSSO（シングルサインオン）機能を実装し、
マスターIDサービスに適用
→ B2C （コンシューマ向け）商用適用サービスで
は世界初

（2003年12月15日 サービス開始）

■ アプローチ
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マスターIDの仕組み

マスターＩＤ認証局 各サービス認証局

マスター
ＩＤ

マスター
ＩＤ

ＯＣＮの
匿名ＩＤ
ＯＣＮの
匿名ＩＤ

ｃｏｃｏａの
匿名ＩＤ
ｃｏｃｏａの
匿名ＩＤ

ＷｅｂＢｉｌｌｉｎｇの
匿名ＩＤ
ＷｅｂＢｉｌｌｉｎｇの
匿名ＩＤ

ＯＣＮの
匿名ＩＤ
ＯＣＮの
匿名ＩＤ

ＯＣＮ ＩＤ

サービスのＩＤがインターネットを行き来することない

インター
ネット

マスターID認証局にてマスターIDと各サービスの匿名IDの紐付けを管理
各サービス認証局にて匿名IDとサービスIDの紐付けを管理
認証局間は匿名IDで情報交換
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マスターIDによる連携サービス
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マスターID利用者数の推移

２００７２００６２００５２００４２００３ ２００８ ２００９

マスターID立ち上げ

Cocoa/WebBillingの
マスターID対応

対応サービス拡充
- OCNカスタマケア
- ポイントーク
- ペイオン

ＯＣＮユーザへ
の

標準提供開始

ｇｏｏＩＤとの
連携開始

現在

160万ＩＤ

各サイトへのログインを増加させ、gooとの相互送客を実現
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マスターID提供で見えてきた課題

• 契約者単位のIDから利用者単位のIDへ

• SP側対応のコスト負担

• IDを利用者が紐付ける利用障壁
（SP側のサービスIDも事前取得が必要）

• 外部事業者との接続方式としてOpenIDが急速に拡大
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マスターIDとgooIDの連携

gooトップ画面から
ログイン

マスタＩＤを入力するた
めの選択ボタンを押す

マスタＩＤを入力
gooIDとマスタＩＤを連携させ
る作業を行なう(gooIDの入力）

１回目だけ連携作業が必要

マスタＩＤでのログイン選択 マスタＩＤとgooIDとの連携作業

goo
サービス
利用
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マスターIDによるID-Federation
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OpenID認
証

OpenIDを利用した連携システムへ

OCNトップページ

利用者

マスタID利用
サービス（RP）

メールアドレス
／ニックネーム aa@blue.ocn.ne.jp

パスワード ********

ログイン

ログイン状態を保存する

戻る

OCN認証画面

レ

OCNメアドでログインしてください

認証局利用サービス
（RP）

マスターID masterid

パスワード ********

認証戻る

マスターIDの移行

お持ちのマスターIDとパスワードを
入力してください

RP毎にカスタマイズ可能な
認証画面を提供 OpenIDの仕組みを利用した

RP向けEndPointを提供

認証局利用サービス（RP）

OpenID認証
＋
メアド情報提供

O
pe

n
ID
認
証

＋ メ
ア
ド
情
報
提
供

マ
ス
タ
ー

ID
移
行

End
Point

End
Point

OCNメールシステム

ようこそ○○さん

未読メール 2通

メール

マイページ

cocoa

OCNトップページ

メアドとパスワードの同期

認証局（OP）

メール cocoa

○○さんのマイページ

■OCN
＜契約サービス一覧＞

契約情報の確認

N123456 光withフレッツ

外部サイト
サービス
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NTTグループ各社のIDによる認証連携

統合認証局（OP）ドコモ社認証局

goo認証局

外部事業者
（RP）

コム社認証局

①外部サービス画面
②ログインID選択画面

④遷移確認画面

メールアドレス
／ニックネーム aa@blue.ocn.ne.jp

パスワード ********

ログイン

ログイン状態を保存する

戻る

OCN認証画面

レ

OCNメアドでログインしてください

○○サービス

NTTシングルサインオンで
ログイン

新規登録

認証結果を下記へ

通知してよいですか？

http://oo.com

コム認証局で
認証されました。

次へ次へ
ログインID

再選択

ログインID
再選択

OpenID認
証

OpenID
認
証

OpenID認証

OpenID
認
証

③各社認証画面

利用者

□次回から選択省略

ログインIDを選択

NTTシングルサインオン（仮称）の概要
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今後の展開について

• 決済サービス(NTTペイメント（仮称））との連携

• 属性交換によるサービス利用上の利便性向上

• SAML2.0も含めた多様な接続の使い分け

• ケータイ上での連携サービス開発


